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１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
ひまわりリアルタイムは衛星観測データを最短で10分以内にインター

ネット公開することで、誰もがPCやスマホ上で「現在の地球の様子」を閲覧
できる。世界的に見ても、衛星観測全チャンネルデータをフル解像度で観測
直後にインターネット上で国内外に一般公開する事例は少ない。アプリケー
ションは時系列スケーラブル可視化技術（４.で後述）と高速データ伝送技術
の２つの先端的情報通信技術（ICT）を活用することで実現した。今後はこの
Web技術を横展開し、産学官での事業化や社会での新しいサービス実装を
目指すことになる。例えばひまわりリアルタイム上に天気図や台風情報を
オーバーレイすることで、様々な気象現象をひまわりWeb上でインタラク
ティブに確認する機能を準備中である。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
図3に示す通り2016年度～2018年度のひまわりリアルタイムアクセ

ス件数は国内外ともに毎年数10万単位で増加しており、特に大型台風接近
時には合計で50万を超えるアクセスがあった。本Webアプリはリアルタイ
ムデータ可視化アプリであり、気象予報情報を掲載しないにもかかわらずこ
れほどのアクセスがあるのは、一刻も早い気象現状把握を望む社会ニーズ
に応えているからであると考えられる。国内はもとより、アジア諸国への迅速
な気象データ提供が求められている現在、ひまわりリアルタイムでは１．の高
速データ伝送技術で国際高速ネットワークを介してリアルタイム伝送し、各
国のミラーサイト上でデータ公開することに成功した。その結果、図３に示す
通り、近年は海外からのアクセスが50％を超えている。現在は、東南アジア
3か所にミラーサイトを立ち上げており、例えばタイミラーサイトへの
2019年のアクセス数は前年比で17倍となった。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
ひまわりリアルタイムではWebを通じた個人への情報提供だけではなく、

気象予報、報道（テレビ、新聞、雑誌）、教育（科学館）、インターネット（ネット
ニュース、気象予報番組）において幅広く利用されている（図４）。例えばひま
わりリアルタイムをクロマキー処理することで、気象予報士が画面上に立
ち、指差し等で気象現象を解説することも可能である。一般的なテレビの「天
気予報」と異なり番組内でリアルタイム画像を利用することで、天気予報とし

ては理想的な最新ひまわり画像を用いた番組を実現できる。

４．技術への貢献
宇宙開発利用に貢献する研究開発として、①高速データ伝送技術、②並列

分散処理技術、③スケーラブル時空間可視化技術、④先端的WebGIS技術、⑤
AI型ひまわり衛星画像処理技術開発を進めている。①クレアリンクテクノロ
ジー社および京都大学と協力のもと独自開発の高速データ通信プロトコル
HpFPを開発した。ピラミッドタイル画像のようにファイルサイズが小さくファ
イル数の大きなデータセットの高速転送に適しており、JAXAや気象庁におい
ても採用されている。②アフィニティースケジューリングによりデータのローカ
リティーを最大限活用する技術であるGfarm/Pwrakeをベースとした独自リ
アルタイム処理を筑波大学と共同で行っている。③時系列ピラミッドタイル画
像を高速可視化表示するJavaScript（TileViewer）を独自開発し、ひまわりリ
アルタイムで利用すると同時に無償公開している（http://k2go.jp/public）。
④バイナリベクタタイルデータにより高速な３次元GIS可視化が可能な
Mapbox、three.jsをベースに地球などのグローバルな3次元表示が得意な
iTownsとひまわりリアルタイムを組み合わせることで、地球規模の気象デー
タから地域情報・タウン情報などのGIS空間情報を時空間内で連続的に接続
可能となった。⑤AIにより全バンドデータから可視画像だけでは分からない台
風内部構造の分類を北海道情報大学とともに進めている。

５．普及啓発への貢献
ひまわりリアルタイムは独自開発のJavaScriptをベースとしたWebアプ

リケーションである。2018年にこのWebアプリケーションをベースとした
iOSおよびAndroid用アプリを開発し、特定非営利活動法人太陽放射コン
ソーシアムから公開している。これらのスマホアプリは日本国内だけではな
く、海外でも利用できる。
教育活動として、現在、名古屋市科学館や多摩六都科学館がひまわりリアルタ

イムを常設展示し、リアルタイムで宇宙から見た地球の姿を閲覧者に提示して
いる。さらに、低年齢層（2歳以上）が地球観測データや気象現象に興味を持つよ
う、「ひまわりゲーム」を開発した（http://k2go.jp/himawari/game-v2）。実際
のひまわりデータをパソコン上で、ゲームパッドやジョイスティックを使って楽
しく閲覧できる。現在、仙台市天文台や三菱みなとみらい技術館などの科学
館においても展示の準備または検討が進んでいる。

国土交通大臣賞

　ひまわり衛星の全データをリアルタイム公開するひまわりリアルタ
イムアプリ（図１）は、高速データ伝送、並列分散処理、スケーラブル時
系列可視化などの先端的情報通信技術のマッシュアップにより実現し
た（図２）。台風時には10万アクセスを超え（図３）、気象予報、報道（図
４）、教育、インターネット、イベント（図５）等で幅広く利用されている。
年々利用件数は増加（2019年は300万PV以上）しており（図３）、東
南アジアの3 か所へのミラーサイト設置を完了した（図２）。

　ひまわり衛星の全データをリアルタイム公開する取組及びそれを
実現する技術は社会への貢献度も高く、評価できる。全データを公開
していることから、市場でのその後の活用の幅も広がり、展開が期待
できる。台風19号においても活用されたニーズの高い技術であり、
今後の活用も見込まれる。
　社会実装されればそのインパクトは大きく、極めて大きな期待がも
てる技術である。

経済産業大臣賞
第4回  宇宙開発利用大賞 第4回  宇宙開発利用大賞 

事例名

受賞者

先端情報通信技術によるリアルタイムひまわりデータ可視化アプリ

事例の概要

選考委員会講評／受賞のポイント

事例名

受賞者

特定非営利活動法人 太陽放射コンソーシアム
Mail： info-consortium@amaterass.org　WEB： https://himawari.asia

問い合せ先

1.宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
衛星データ解析へのAI（ディープラーニング）活用の主要分野として、
災害対策に参入。全域で数秒という高速解析と約80%の高精度検出を
実現した。
今後は、雨天・夜間に撮影可能なSARデータを加えた解析、他のセン

シングデータ（雨量、地形など）を組合せた解析などの試行を重ね、AIな
らではの強みを更に磨いていく予定。
衛星データのAI解析の事業売上は年100%以上の伸びを見せ、
2019年4月には宇宙業界へのAI活用の可能性と実績を評価され、株式
会社INCJを筆頭として総額7.5億円の第三者出資を受けた。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
近年受賞者の衛星データ解析事業の売上は、年率100％以上の伸び

を実現しており、同事業は、大きな成長が期待される。
2020年には、複数の衛星事業者や衛星画像データホルダに加え、
衛星データと補完関係がある航空写真やドローン撮影のプレイヤーな
どとの協業・事業検討を前進させていき、数千万円の売上を見込んで
いる。数年後には数億円規模の売上を目標としており、株式会社INCJ
などから受けた7.5億円の出資も活用し、ソリューション展開を加速し
ている。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
　2019年のTellusローンチイベントなど多くのイベントで講演し、衛
星データへのAI解析の可能性について多くの関心と事業の引き合いを
受ける。
　また国土交通省などが主催する水害及び土砂災害対策検討会での発表
などを通じ、災害対策のAI解析事業実用に向けてすでに取り組みを開始。
　Tellusは衛星データ×AIの活用の可能性を普及する重要なプラットフォー

　受賞者は、衛星データへのAI解析、特に災害対策を重点分野とし
て、複数の実績を積んでいる。JAXAより委託を受けた衛星データ
（光学・SAR)における土砂崩れ箇所の解析では、AI技術（ディープ
ラーニング）を活用し、災害箇所の高精度の自動検知を実現。AI技術
の独自性は国際学会にも評価され採択される。成果はTellusイベン
トや国土交通省の災害対策検討会などで共有し、普及と実用化を進
めつつ、衛星事業者や保険会社等と連携することで事業化している。

土砂崩れ災害検出など、衛星データへのAI解析事業
株式会社Ridge-i

事例の概要

　即時性が必要な災害対応において、極めて高速に土砂崩れ箇所の
検出を可能にするなど、社会的意義は非常に大きい。衛星データの活
用という面でもモデルケースになりうる事例である。
　今後、衛星事業者等との連携を進めるほか、国土交通省災害対策
検討会において解析結果が活用されており、独自で開発されたAIの
独自性・先進性は高く評価できる。

選考委員会講評／受賞のポイント

株式会社Ridge-i
Mail： contact@ridge-i.com　WEB： https://ridge-i.com/

問い合せ先

名古屋市科学館

ムであり、各イベントで講演する他、他社と共同で事例創出を行っている。

４．技術への貢献
今回開発したAI技術及びその要素技術は、複数の国際学会において、
その独自性・先進性を評価されている。
土砂崩れ箇所の解析AIの技術は、AI領域の代表的な国際会議の1つ

であるNeurIPS2019（Neural Information Processing 
Systems）のワークショップに採択された。
土砂崩れ箇所の解析AIの要素技術である、異常検知AI技術は、
ACCV2018（Asian Conference on Computer Vision）に論文採
択された。 

５．普及啓発への貢献
　直近では、各種イベントや会合において、衛星データ×AIの可能性
を普及啓蒙する活動を実施。研究者、衛星事業者、損害保険会社など
の事業会社から多くの引き合いを受けている。
　国交省とJAXA共催の水害・土砂災害対策検討会（WG）での発表
などを通じ、災害対策の実用の面で既に取り組みを開始。
　代表の柳原氏は宇宙系会合の各委員を努め、衛星データ×AIの利
活用知見について専門家に啓蒙活動を行う。

特定非営利活動法人太陽放射コンソーシアム　中島映至
国立研究開発法人情報通信研究機構　村田健史
株式会社ウェザーニューズ　森田清輝

土砂崩れエリアの自動検知AI：
解析結果画像

＜解析画像例＞

土砂崩れエリアの自動検知AI：
正解画像

オイルスリックの自動検知AI：
元画像

オイルスリックの自動検知AI：
解析結果画像

図3 : (a) 2018年と2019年の日アクセス数（4月～10月）

図3 : (b) 2016～2018年の年アクセス数推移

図4 : 
2019年ひまわりリア
ルタイム報道利活用
事例（台風１０号）

図5 : ひまわりゲームアプリとイベント利活用事例

NICT オープンハウス2019 体験ブース 土庄小学校（香川県）

図1 : ひまわりリアルタイムアプリ
ケーション（千葉大・高知大の画像
処理ツール活用）

図2 : ひまわりリアルタイム技術と海
外展開の現状
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